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1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 29,976 4.7 1,526 △54.6 1,011 △63.6 595 △62.0

24年3月期第2四半期 28,642 97.9 3,361 ― 2,776 ― 1,567 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 16.18 ―

24年3月期第2四半期 42.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 124,714 43,110 34.6
24年3月期 127,206 43,299 34.0

（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  43,110百万円 24年3月期  43,299百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

平成25年3月期末の配当予想は未定です。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00
25年3月期 ― 15.00

25年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,800 △2.3 4,200 △34.8 3,700 △38.2 2,100 △33.0 57.07



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は【添付資料】P.4「サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は【添付資料】P.4「サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 36,800,000 株 24年3月期 36,800,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期2Q 1,194 株 24年3月期 1,194 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 36,798,806 株 24年3月期2Q 36,798,806 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・ この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に 
 基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい 
 ては、添付資料P3「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資料ついては、開催後速やかに当社ホームページで掲載する 
 予定です。 
   ・ 平成24年11月29日（木）・・・・・・証券アナリスト向け決算説明会 
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要等により内需主導で緩やかな回復が見ら

れたものの、欧州金融不安に加え、新興国に景気の減速感が強まっており、先行き不透明な状況にあり

ます。 

当社事業につきましては、チタン事業では、国内向け需要が世界経済の停滞に加え、大型海水淡水化

案件の遅延や原子力発電所案件の後ろ倒しにより減少したものの、輸出向けにおいて航空機向け需要が

堅調に推移したことから、販売量は増加いたしました。また販売価格も原料価格の上昇を反映しアップ

しております。この結果、チタン事業の売上高は１９，９２０百万円（前年同期比１７．８％増）とな

りました。しかしながら第２四半期に入って、国内向け需要の予想を上回る減速や輸出航空機向けでの

在庫調整影響による一時的な需給調整の動きが顕在化したことから、７月よりスポンジチタンの生産調

整を実施しております。一方、チタン原料につきましては、足元では価格高騰の勢いは沈静化しており

ますが依然高い水準にあり、当社としては割安な中低品位原料の配合率アップを積極的に推進しており

ます。 

ポリシリコン事業では、半導体需要が引き続き調整局面にあることから、売上高は８，９６０百万円

（前年同期比１２．４％減）となりました。なお、夏季電力需給対策として、７月～９月に生産余力を

活用した操業調整を実施し節電に取り組みました。                        

高機能材料事業では、高純度チタンの販売量が半導体需要の調整継続を受け減少したことから、売上

高は１，０９５百万円（前年同期比２７．２％減）となりました。 

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は２９，９７６百万円（前年同期比４．７％増）、利益

につきましては、営業利益１,５２６百万円（同５４．６％減）、経常利益１，０１１百万円（同

６３．６％減）、四半期純利益５９５百万円（同６２．０％減）となりました。  

  

 
  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報

（参考）   (単位：百万円)

当第２四半期 前年同期 増減率（％）

 チタン事業 国  内 8,737 9,904 △11.8

輸  出 11,182 7,004 59.6

        計   19,920 16,909 17.8

 ポリシリコン事業 8,960 10,229 △12.4

 高機能材料事業 1,095 1,503 △27.2

合  計 29,976 28,642 4.7
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資産、負債及び純資産の状況 

① 資産 

当第２四半期末の総資産の残高は、１２４，７１４百万円と前事業年度末と比べ２，４９１百万円

減少いたしました。これは、現金及び預金、売掛金及び有形固定資産が減少したことが主な要因であ

ります。 

② 負債 

当第２四半期末の負債の残高は、８１，６０４百万円と前事業年度末と比べ２，３０２百万円減少

いたしました。これは、借入金及び設備関係未払金が減少したことが主な要因であります。 

③ 純資産 

当第２四半期末の純資産の残高は、４３，１１０百万円と前事業年度末と比べ１８９百万円減少い

たしました。これは、四半期純利益による増加と、配当金の支払による減少を差し引きした結果、利

益剰余金が減少したことが主な要因であります。 

  

業績予想につきましては、２０１２年８月２７日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

（２）財政状態に関する定性的情報

（３）業績予想に関する定性的情報
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①一般債権の貸倒見積高 

前事業年度末に算定した貸倒実績率と著しい変動がないと認められるため、当第２四半期末におい

て、前事業年度の財務諸表作成で使用した貸倒実績率を用いて算定しております。 

②税金費用 

年間の税引前利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、

前事業年度に対し一時差異、経営環境等に著しい変化がある場合においてはその影響を加味しており

ます。 

  

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、２０１２年４月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純

利益はそれぞれ30百万円増加しております。 

  

該当事項はありません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表
(2012年3月31日)

当第２四半期会計期間末
(2012年9月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,524 3,299

受取手形及び売掛金 20,323 18,694

商品及び製品 7,156 8,405

仕掛品 3,242 3,832

原材料及び貯蔵品 5,010 7,520

その他 2,381 1,947

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 42,635 43,697

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 15,715 15,804

機械及び装置（純額） 46,615 42,447

土地 16,279 16,279

建設仮勘定 1,655 2,379

その他（純額） 1,422 1,476

有形固定資産合計 81,687 78,386

無形固定資産 786 756

投資その他の資産 2,096 1,874

固定資産合計 84,570 81,017

資産合計 127,206 124,714
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（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表
(2012年3月31日)

当第２四半期会計期間末
(2012年9月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,066 7,536

短期借入金 36,300 17,900

リース債務 1,098 1,257

未払法人税等 89 303

賞与引当金 376 388

設備関係支払手形 375 111

設備関係未払金 2,969 1,629

その他 1,913 1,933

流動負債合計 50,188 31,060

固定負債

長期借入金 29,450 46,950

リース債務 1,421 717

退職給付引当金 1,295 1,365

資産除去債務 1,220 1,233

その他 329 277

固定負債合計 33,717 50,543

負債合計 83,906 81,604

純資産の部

株主資本

資本金 8,739 8,739

資本剰余金 8,943 8,943

利益剰余金 25,712 25,572

自己株式 △9 △9

株主資本合計 43,385 43,245

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 112 37

繰延ヘッジ損益 △198 △172

評価・換算差額等合計 △85 △135

純資産合計 43,299 43,110

負債純資産合計 127,206 124,714
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（２）四半期損益計算書
第２四半期累計期間

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自 2011年4月 1日
至 2011年9月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2012年4月 1日
至 2012年9月30日)

売上高 28,642 29,976

売上原価 22,419 25,488

売上総利益 6,222 4,487

販売費及び一般管理費 2,861 2,960

営業利益 3,361 1,526

営業外収益

受取利息及び配当金 4 1

不用品売却益 56 55

受取賃貸料 20 25

補助金収入 92 －

助成金収入 39 46

その他 18 32

営業外収益合計 231 161

営業外費用

支払利息 295 289

為替差損 510 377

その他 9 9

営業外費用合計 816 676

経常利益 2,776 1,011

特別損失

固定資産除却損 136 51

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 136 51

税引前四半期純利益 2,640 960

法人税等 1,072 364

四半期純利益 1,567 595
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 該当事項はありません。 

  

    前第２四半期累計期間(自  2011年４月１日  至  2011年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）セグメント利益と四半期損益計算書上の営業利益とに差額は生じておりません。 

  

  当第２四半期累計期間(自  2012年４月１日  至  2012年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注）セグメント利益又は損失と四半期損益計算書上の営業利益とに差額は生じておりません。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

チタン事業 ポリシリコン事業 高機能材料事業

売上高

  外部顧客への売上高 16,909 10,229 1,503 28,642

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － －

計 16,909 10,229 1,503 28,642

セグメント利益 1,172 1,701 488 3,361

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

チタン事業 ポリシリコン事業 高機能材料事業

売上高

  外部顧客への売上高 19,920 8,960 1,095 29,976

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － －

計 19,920 8,960 1,095 29,976

セグメント利益又は損失(△) 1,631 △199 94 1,526

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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